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研究結果要約 

本研究では、末梢血単核球中に含まれる抗原特異的 CD4 陽性 T 細胞に注目し、耐性獲得が可能な牛

乳アレルギー患者と重症化や難治化が予想される牛乳アレルギー患者を CD4 陽性 T 細胞の機能の違い

によって区別することを目的とした。解析はフローサイトメトリーによる新規手法を用いて抗原特異的

T 細胞のフェノタイピングを行った。 

期間中に当院通院中の牛乳アレルギー患者 10 名を解析し、全例で牛乳抗原特異的 T 細胞の同定が可

能であった。牛乳抗原特異的 T 細胞のフェノタイプと臨床像の相関性を解析したところ、全患者で 2 型

ヘルパーT 細胞のマーカーである CCR4 陽性細胞を認めた。CCR4 陽性細胞が抗原特的 T 細胞ののお

よそ 8 割と大半であった。さらに、約半数の抗原特異的 T 細胞では IL-33 受容体である ST2 を発現し

ていた。また 17 型ヘルパーT 細胞のマーカーである CCR6 陽性の細胞も 3 割程度認めた。これら T 細

胞のフェノタイプは、患者の年齢や牛乳抗原特異的 IgE 値とは相関を認めなかった。以上より患者ごと

の重症度を反映した新規のバイオマーカーとなりうる可能性が示唆された。 

ビタミン D 摂取併用の経口免疫療法の臨床研究組み入れ数は 1 名のみで現在もリクルート中である。

今後も経口免疫療法を自主臨床研究の形で継続し、ビタミン D の CMA に対する効果ならびに、抗原特

異的 T 細胞への影響を検討していく予定である。 
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